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はじめに

除草剤グリホサートは米国の巨大企業モンサン

ト社＊1が1970年頃に開発した非選択性の除草剤

で：クが）ホサートを有効成分とした農薬製剤「ラ

ウンドアップ」としてよく知られている。世界で

は「ラウンドアップ」耐性の組換え遺伝子作物＊2

とセットで「ラウンドアップ」が使用されてきた

が　日本では1980年に農薬登録されて以来，除

草剤として使用量が増加し続けている（図1）。グ

リホサートは，植物のみに有効で　ヒトや生態系

には安全と宣伝され，日本を含む世界中で除草剤

＊1－米国モンサント社はi有害な残創生有機汚染物質・ポリ

塩化ビフェ二川PCBiやベトナム戦争で重大な健康被害をもた

らした枯葉剤のメーカーでもある。モンサント社は．2018年6

月にドイツのバイエル社に買収・吸収された。

＊2－「ラウンドアップ」耐性組換え遺伝子作物は「ラウンドア

ップ・レディ」（ダイストウモロコシ．ナタネ．ワ夕など）と

呼ばれ「ラウンドアップ」と共に，モンサント社から世界の

多くの国で販売されてきた。当初，食糧問題の解決策として宣

伝されたが＼クが）ホサートと組換え遺伝子作物の安全性への懸

念．耐性雑草が出現し毒性の高い除草剤が必要となり　種子を

独占した大企業が儲かるがナで農家は搾取され．組換え遺伝子

の拡散による生悪影響などが大問題となり．世界の多くの地域

でモンサント杜に抗議する活動が　農民や市民を巻き込んで起

こっている。遺伝子組換えの問題点については文献1を参照さ

れたい。

現在　遺伝子細換えだけでなく．ゲノム編集（元の遺伝子の

配列を人工的に操作する技術、－が農作物や畜産．水産に持ち込

まれている＝　遺伝子は、生体内で多様な聞きをしてお口　単独

の目的だけに使われているものは一つもない）大間の目的だけ

に安易にゲノム編集を進めることは．危険性を伴う可能性があ

るっ　またゲノム編集された食品には　その内容を表示すべきだ。

として最も多量に使われてきた。

しかし近年．国際学術誌ではダリホサートによ

る健康障害に関わる多数の論文が発表され，世界

でも日本でも，発がん性や自閉症スペクトラム障

害（以下．自閉症）急増との関連など　様々な話題が

ニュースになっている。この数年で　学術論文で

報告されているヒトへの健康障害としては，発が

ん性，自閉症など発達障害，生殖系への影響．パ

ーキンソン病．急性毒性として皮膚炎，肺炎，血

管炎などが挙げられている。動物実験では，発が

ん性．DNAの損傷，腸内細菌叢の異常，脳で重

要なグルタミン酸受容体への影響，発達神経毒性．

金属のキレート化による毒性，内分泌撹乱作用と

生殖毒性．曝露した個体に影響がなくとも次世代．

次々世代で障害を起こすエビジェネティツクな変

異などが報告されている。

世界では発がん性などを危惧してダリホサート

を禁止ないし規制する国＊3も多くなっているが

日本では逆に2017年に残留基準を大幅緩和＊4し

ており．使用量が増えている。本稿では，ダリホ

サートとその農薬製剤について，最近の科学的知

見を紹介する。さらに，農薬の安全基準がいかに

不適切か，日本の農薬多量使用の実態と危険性に

＊3－ダリホサートを禁止している国はサウジアラビア．クウ

ェート．アラフ首長国連邦，バーレーン，オマーンー　禁止を決

めた国は、フランス、ドイツ　イタリア．オーストリアなど、

部分的に禁止・規制している国や自治体は多数ある＿

＊4－－ダリホサートの日本の農薬残雷基準は2017年，科学的根

拠も示さず二小麦粉で5ppmから30ppm（6倍）に，蕎麦やラ

イ麦では02ppmから30ppmi、150曾1．最大で400倍も緩和

された一

除草剤グ」ホサート／／「ラウンドアップ」のと卜への発がん性と多様な毒性〈上〉i科学 0933



除草剤グリホサ■卜／「ラウンドアップ」の
と卜への発がん性と多様な毒性〈下〉
－次世代影響が懸念されるグリホサートなど日本の農薬多量使用の危険性

木村一黒田純子

前号〈上〉では，ダリホサートとダリホサートを

有効成分とした農薬製剤「ラウンドアップ」など

の，発がん性や腸内細菌叢への悪影響，NMDA

型グルタミン酸受容体（以下．MDA型受容体）への撹

乱作用などを中心に．最近の研究の動向を紹介し

た。また農薬原体のダリホサートと農薬製剤「ラ

ウンドアップ」など（以下、ダ）ホサート／／ゲ）ホサート

製剤）の比較研究から，農薬原体の毒性をもとにし

た安全基準の決め方について問題を提起した。現

在，農薬の安全基準は，農薬原体の毒性試験の結

果から，人間が摂取しても安全とされる量を規定

している。しかし界面活性剤など添加剤が含まれ

る「ラウンドアップ」やネオニコチノイド（以下．

ネオニコ）系の農薬製剤は，農薬原体の100倍も毒

性が高い場合があるため．原体の毒性を元にした

基準値では，安全性が確保されないことがわかっ

てきた（詳細は前号〈上〉を参照）。有機リン系殺虫剤ジ

メトエートでも，原体より農薬製剤の高い毒性が

報告されており1，限られた種類に留まらず，農

薬全体の問題として早急に検討すべきと考える。

下編では．グ）ホサートの金属キレート化によ

る毒性，環境ホルモン作用，DNAのメチ）レ化を

介したエビジェネティツクな変異による次世代影

響の研究を紹介した上で　多様な毒性による発が

ん性について考察する。さらに日本人がダリホサ

ートにどれだけ曝露しているか，最新の情報を記

載する。加えて除草剤グ）レホシネート（ゲ）ホサート

とは異なる有機リン化合物．後述）やネオニコ系殺虫剤な

ど他の農薬の新情報，日本の農薬使用の現状とそ

の危険性についても問題を提起したい。
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グリホサートの金属キレート化による

遷

毒性

ダリホサートには，金属類をキレート化する性

質があり，キレート化による毒性が懸念されてい

る。ことにカルシウムやマグネシウムを含んだ硬

質水中では，ダ）ホサートが金属をキレート化し

やすいことが報告されている2。ダリホサートは

環境中で分解しやすく数週間で半減すると宣伝さ

れているが　金属をキレート化すると分解しにく

くなり，半減するのに数年かかると報告されてい

る3（図1）。カルシウムなどとキレート化したダリ

ホサー下品　シキミ酸経路を介した除草効果が減

少するために，当初販売されたグリボサートは，

ダリホサート・アンモニウム塩，ダリホサート・

イソプロピルアミン塩などのようなイオン化した

農薬が多種類登録されて販売されている（前号〈上〉

図2参照）。キレート化する金属は，カルシウム，

マグネシウム以外にも銅，鉄，マンガン，ニッケ

ル，ヒ素，アルミニウム，カドミウムなどがある。

ダリホサートが人体に必須の金属をキレート化す

ると，金属が必要な生理機能が阻害され，毒性の

高いと素などの金属をキレート化すると高毒性と

なると考えられる。

グljホサートに金属をキレート化する性質があ

ることは，植物特有のシキミ酸経路（芳香族アミノ酸

の合成経路の一種）の阻害を介した除草効果より以前

から報告されていた4，5。ダリホサートの代謝物ア

ミノメチルホスホン酸（AMm）にも金属をキレー


